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先月になりますが、桝屋副大臣は「日本にも本格的な国家戦略を」と題する大

討論会にパネラーの一人として参加されていました。私も客席できかせていた

だきました。 

若年認知症当事者のお二人が、それぞれしっかり自分を分析され、自己決定の

もとに自分の生き方を決めていたことを、桝屋副大

臣もご記憶だと思います。日本各地、そして諸外国

での実践例についても紹介されていました。 

国としても、認知症当事者の立場から、当事者の意

見を聴きながら政策立案をする必要があるのではな

いかと思います。自分自身、体験からも強く思い、

国会で仕事をさせていただいています。 

桝屋副大臣ご自身の言葉で、今後の精神保健の在り方のビジョンを語っていた

だけないでしょうか。 
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「認知症施策を国家戦略として取り組むように」と、こういう大きなシンポジ

ウム、確かに私も出させていただきました。 

認知症施策が極めて大きなテーマになっている、避けて通れない課題であると。

民主党政権のときでありましたが、全面的にとらえて方向性を打ち出されたと

いうことは、私は高く評価したいと思いますし、そうした方向性を、政権交代

になりましたけれども、しっかり意識しながら取り組んでいかなきゃならぬと

いう風に思っている次第でございます。 
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是非、進めていただきたいと思います。 


